








ルージョン：以下 FI と略）分野の第一人者で、本書の第 5 部 –2 執筆者である S. ラザ








その後 MC から多様化し発展したマイクロファイナンス（以下 MF と略）の革新性と
潜在的発展性、ならびに時間を操るトリックに魅せられた世界の研究者、実務家、開





本書は、MF 欧州研究センター（CERMi）が 2011 年に刊行した「The Handbook of 
Microfinance」の日本語翻訳版で、明石書店から 2016 年 1 月発行された。全体で 700
頁以上におよぶ大作である。監訳者は、立教大学を経て、現在跡見学園女子大学教
授である笠原清志教授 （2）、訳者は翻訳家の立木勝氏である。本書のオリジナル （3）は、













（3） 供給者のプールの拡大・多様化：NGO が商業化し規制をうける MF 銀行に転換し
たり、社会的責任投資家の投資により、MF 機関への資金供給増加傾向が認めら
れる。








本書は、第 1 部「MF 実践の理解」、第 2 部「MF のマクロ環境と組織背景の理解」、
第 3 部「商業化に向けた現在の流れ」、第 4 部「満たされない需要を満たす─農業融資
















（1） 「最底辺のポートフォリオ─ 1 日 2 ドルで暮らすということ」（2011 年）共同著者。
SafeSave は、貧困女性を対象に柔軟性に富んだ仕組みで、かつクレジットのみならず、貯





スマイリー著「貧困からの自由─世界最大の NGO–BRAC とアベッド総裁の軌跡」を 2010
年 10 月を明石書店から出版。
（3） オリジナルの共同編者のひとりベアトリス・アルメンダリズは、ユニバーシティ・カレッ
ジ・ロンドン上級講師。他のひとりは、マルク・ラビーモンス大学ワロッケ・ビジネスス
クール准教授。
